
一
九
八
四
年
の
あ
る
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
カ
フ
ェ
に
い
る
ジ
ョ
ル
ジ
ュ

に
、
一
本
の
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
。｢

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
患
者
を
診
て

も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か｣

。
本
作
品
で
描
か
れ
る
こ
の
シ
ー
ン
か
ら
民
族

精
神
医
学
が
始
ま
っ
た
。
民
族
精
神
医
学

(
e

th
n

o
p

sy
ch

iatry)

と
は
、

人
間
の
心
と
そ
の
民
族
的
・
文
化
的
背
景
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
研

究
で
あ
り
、
こ
の
研
究
に
基
づ
い
た
臨
床
活
動
を
指
す
。
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
は
、

こ
の
ジ
ミ
ー
と
の
経
験
か
ら
出
発
し
て
民
族
精
神
医
学
を
確
立
し
た
の
で

あ
る
。

で
は
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ヴ
ル
ー
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
、
ま
た
民
族
精
神
医
学
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

ド
ボ
ー
か
ら
ド
ゥ
ヴ
ル
ー
へ

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ヴ
ル
ー
は
、
一
九
〇
八
年
、
ハ
ン
ガ
リ
ー(

現
ル
ー

マ
ニ
ア)

領
ル
ゴ
ジ
ュ
の
比
較
的
裕
福
な
ユ
ダ
ヤ
人
家
庭
に
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

ド
ボ
ー

(
�
����

�
�
�	
)

と
し
て
生
ま
れ
た
。
一
八
歳
の
と
き
に
パ
リ

大
学
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
校
に
入
学
。
当
初
マ
リ
ー
・
キ
ュ
リ
ー
の
も
と
で
物
理

学
を
志
し
た
が
、
挫
折
。
そ
の
後
、
書
店
員
見
習
い
や
、
ド
イ
ツ
語
に
よ

る
詩
作
の
時
期
な
ど
を
経
て
、
マ
レ
ー
語
の
学
習
を
き
っ
か
け
に
一
九
三

一
年
民
族
学
部
に
編
入
。
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス

(

一
八
七
二
―
一
九
五
〇

年
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
・
民
族
学
者)

の
指
導
を
受
け
、
民
族
学
に

の
め
り
込
ん
で
い
っ
た
。
一
九
三
二
年
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
、
一
九

三
三
年
に
は
正
式
に
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ヴ
ル
ー

(
G

e
o

rg
e

s

D
e

v
e

re
u

x)

に
改
名
し
て
い
る

(

ル
デ
ィ
ネ
ス
コ

[

後
出]

は
、
名
前
の

由
来
を
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ブ
ル
ワ
ー
＝
リ
ッ
ト
ン
男
爵
の
小
説

『

ド
ゥ
ヴ

ル
ー』

(

一
八
二
九
年)

だ
と
推
測
し
て
い
る)

。

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
は
、
モ
ー
ス
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
一
九
三
三
年
に
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
資
金
で
ア
ジ
ア
の
調
査
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
研
修
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
調
査
を
命
じ
ら
れ
、
一
九
三
三
年

か
ら
翌
年
ま
で
モ
ハ
ヴ
ェ
族
の
も
と
で
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
後
年
ジ
ョ

ル
ジ
ュ
は
、
こ
の
経
験
を｢

人
生
で
い
ち
ば
ん
す
ば
ら
し
い
経
験
だ
っ
た｣

と
述
べ
て
い
る
。
続
け
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
少
数
民
族
セ
ダ
ン
族
の
も
と
で
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松
葉

祥
一

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ヴ
ル
ー
と
民
族
精
神
医
学

Ａ
・
デ
プ
レ
シ
ャ
ン
監
督
作
品

｢
ジ
ミ
ー
と
ジ
ョ
ル
ジ
ュ｣

に
寄
せ
て(

１)



現
地
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
後
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
は
、
ナ
チ
ス
政
権
の
誕
生
に

よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
戻
る
機
会
を
失
い
、
一
九
五
三
年
末
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
で
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ク
ロ
ー
バ
ー

(
A

lfre
d

K
ro

e
b
e

r
、
一
八
七
六
―
一
九
六
〇
年
、
合
衆
国
の
人
類
学
者
。

ア
メ
リ
カ
先
住
民
研
究
で
知
ら
れ
、
精
神
分
析
に
も
通
じ
て
い
た)

の
指

導
で
博
士
論
文
の
準
備
に
入
っ
た
。
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ミ
ー
ド

(
M

arg
are

t
M

e
ad

、
一
九
〇
一
―
一
九
七
八
年
、
合
衆
国
の
文
化
人
類

学
者)

に
も
指
導
を
受
け
た
。

指
導
教
員
か
ら
与
え
ら
れ
た
研
究
テ
ー
マ
が｢

モ
ハ
ヴ
ェ
族
の
性
生
活｣

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
は
、
急
速
に
精
神
分
析
に
接
近
し
て

い
っ
た
。
精
神
分
析
の
方
法
を
民
族
学
に
応
用
し
た
ゲ
ザ
・
ロ
ー
ハ
イ
ム

(

一
八
九
一
―
一
九
五
三
年
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
の
民
族
学
者
・
精
神
分

析
学
者)

に
出
会
っ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
シ
カ
ゴ
、
ウ
ー
ス
タ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
等
で
大
学
の
非
常
勤
講
師
を
つ
と
め
る
一
方
、
病
院
の
研

究
員
等
と
し
て
臨
床
経
験
を
重
ね
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
類
学
と
精
神
分
析

を
結
び
つ
け
た
独
自
の
理
論
と
方
法
を
作
り
出
し
て
い
っ
た
。
一
九
四
七

年
一
月
に
ト
ピ
カ
に
移
る
直
前
に
は
、
教
育
分
析
を
受
け
る
た
め
に
、
パ

リ
大
学
都
市
の
ア
メ
リ
カ
館
に
住
ん
で
い
た
。
映
画
の
中
で
ジ
ョ
ル
ジ
ュ

が
フ
ラ
ン
ス
精
神
分
析
学
会
か
ら
不
適
任
の
烙
印
を
押
さ
れ
る
の
は
、
教

育
分
析
の
途
中
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ト
ピ
カ
と
い
う
場
所

本
作
品
の
舞
台
と
な
る
カ
ン
ザ
ス
州
ト
ピ
カ
の
メ
ニ
ン
ガ
ー
財
団
は
、

メ
ニ
ン
ガ
ー
家
が
創
設
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
精
神
医
学

校
か
ら
な
る
施
設
で
あ
る
。
当
事
、
カ
ー
ル
・
メ
ニ
ン
ガ
ー

(
K

arl

M
e

n
n

in
g

e
r

、
一
八
九
三
―
一
九
九
〇
年
、
ア
メ
リ
カ
の
精
神
医
学
者
、

精
神
分
析
家)

と
弟
ウ
ィ
リ
ア
ム
を
中
心
に
、
ア
メ
リ
カ
の
精
神
分
析
の

研
究
と
臨
床
実
践
の
中
心
地
に
な
っ
て
い
た
。
と
く
に
、
一
九
四
六
年
に

設
立
さ
れ
た
メ
ニ
ン
ガ
ー
医
学
校
は
、
戦
争
経
験
者
の
治
療
に
あ
た
る
精

神
科
医
の
養
成
と
い
う
国
の
要
請
に
よ
っ
て
、
国
内
随
一
の
精
神
科
医
養

成
施
設
へ
と
急
速
に
成
長
し
て
い
た

(『

甘
え
の
構
造』

で
知
ら
れ
る
土

居
健
郎
も
留
学
し
た
こ
と
が
あ
る)

。

メ
ニ
ン
ガ
ー
自
身
が
精
神
分
析
家
で
あ
っ
た
こ
と
、
文
化
的
背
景
を
考

慮
に
入
れ
た
治
療
が
必
要
な
患
者
が
多
か
っ
た
こ
と
、
友
人
が
い
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
は
、
以
前
か
ら
こ
の
財
団
で
職
を
得
る
こ
と
を

希
望
し
て
い
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
当
事
、
合
衆
国
で
は
自
我
心
理
学
が

主
流
で
あ
り
、
文
化
的
背
景
を
考
慮
に
入
れ
た
精
神
医
学
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
だ
っ
た
。
ま
た
、
精
神
分
析
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
精
神
科
医

だ
け
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
本
作
品
で
も
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
は｢

人
類
学
者｣

と
し
て
紹
介
さ
れ
、
以
後
の
治
療
も
精
神
科
医
の
管
理
下
で
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
た
の
だ
。
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そ
の
後
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
は
、
医
師
中
心
の
運
営
方
針
に
反
発
し
て
、
一
九

五
二
年
に
は
デ
ヴ
ォ
ン
に
青
少
年
向
け
の
医
療
施
設

｢

ド
ゥ
ヴ
ル
ー
研
究

所｣

を
開
設
、
一
九
五
六
年
に
は
テ
ン
プ
ル
大
学
医
学
部
民
族
精
神
医
学

研
究
科
助
教
授
と
な
る
。
こ
の
こ
ろ
に
は
、
す
で
に
民
族
精
神
医
学
の
パ

イ
オ
ニ
ア
と
し
て
有
名
に
な
っ
て
い
た
。

一
九
六
三
年
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
知
り
合
っ
て
い
た
レ
ヴ
ィ
＝
ス

ト
ロ
ー
ス

(
C

lau
d
e
�
�
�
�-S

trau
ss

、
一
九
〇
八
―
二
〇
〇
九
年
、
フ
ラ

ン
ス
の
社
会
人
類
学
者
、
民
族
学
者)

の
招
き
で
、
パ
リ
の
社
会
科
学
高

等
研
究
院
で
民
族
精
神
医
学
部
門
の
教
授
に
就
任
、
一
九
八
五
年
五
月
に

亡
く
な
る
ま
で
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
研
究
等
を
行
う
と
同
時
に
、
後
進
を
育

て
た
。
主
要
な
著
作
と
し
て
、
す
で
に
あ
げ
た
著
作
以
外
に

『

行
動
科
学

に
お
け
る
不
安
か
ら
方
法
ま
で』

(

一
九
六
七
年)
、『
相
補
主
義
民
族
精

神
分
析』

(

一
九
七
二
年)

、『

女
性
と
神
話』
(

一
九
八
二
年)

[

邦
訳：

加

藤
康
子
訳
、
新
評
論
、
一
九
九
四
年]

、『

ギ
リ
シ
ア
の
悲
劇
と
死』

(

一
九
八

三
年)

な
ど
が
あ
る
。

生
涯
六
度
の
結
婚

デ
プ
レ
シ
ャ
ン
監
督
は
、
本
作
品
の
原
作

『

夢
の
分
析』

の
フ
ラ
ン
ス

語
版

(

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
自
身
の
校
正
に
よ
る)

に
序
文
を
寄
せ
た
エ
リ
ザ
ベ

ト
・
ル
デ
ィ
ネ
ス
コ

(
�
���	
��

R
o

u
d

in
e

sco

、
一
九
四
四
年
―
、
フ

ラ
ン
ス
の
精
神
分
析
家
、
歴
史
家)

に
取
材
す
る
な
ど
し
て
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ

の
伝
記
的
事
実
を
本
作
品
に
巧
み
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ジ
ョ

ル
ジ
ュ
は
一
六
歳
の
時
、
右
手
の
手
術
の
失
敗
に
よ
っ
て
断
念
す
る
ま
で
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
る
こ
と
を
夢
見
て
い
た
。
ま
た
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
に
つ
い
て
は
つ
ね
に
複
雑
な
思
い
を
抱
え
て
い
た
よ
う
だ
。
あ
る
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
改
名
し
て
フ
ラ
ン
ス
名
に
し
た
の
は
、
子
ど
も
時
代

に
よ
い
思
い
出
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
述
べ
て
い
る
。｢

子
ど
も
の
頃
は

い
つ
も
、
で
き
る
だ
け
遠
く
、
遠
く
、
遠
く
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た｣

。
そ
の
後
、
一
九
四
一
年
に
合
衆
国
に
帰
化
し
た
の
で
、
本
作
品

の
時
点
で
は
米
国
籍
を
有
し
て
い
た
は
ず
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
だ
と
思
わ

せ
て
い
る
。
後
年
フ
ラ
ン
ス
で
も
、｢

自
分
自
身
の
出
自
を
偽
っ
て
ハ
ン

ガ
リ
ー
人
だ
と
思
わ
せ
て
い
ま
し
た｣

と
弟
子
の
ト
ビ
・
ナ
タ
ン

[

後
出]

が
証
言
し
て
い
る
。

ま
た
監
督
は
、
ジ
ミ
ー
と
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
の
い
く
つ
か
の
共
通
点
を
暗

示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
例
え
ば
、
死
に
対
す
る
恐
怖
。
ジ
ョ
ル

ジ
ュ
は
、
十
三
歳
の
時
に
、
同
室
で
暮
ら
し
て
い
た
兄
を
拳
銃
自
殺
で

亡
く
し
て
い
る

(

デ
プ
レ
シ
ャ
ン
の

『

二
十
歳
の
死』

(

一
九
九
一
年)

を
思
い
出
さ
せ
る)

。
後
年
、
死
と
自
殺
は
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
の
主
要
な
研

究
テ
ー
マ
の
一
つ
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
も
ま
た
戦
争
に
よ

る
精
神
的
外
傷

ト

ラ

ウ

マ

を
抱
え
て
い
た
。
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
は
一
九
四
三
年
か
ら
翌
年

に
か
け
て
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
言
語
や
風
習
に
つ
い
て
の
知
識
を
軍
に
提
供

す
る
た
め
に
中
国
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
旅
行
中
、
次
々

と
病
気
に
か
か
っ
て
各
地
で
入
退
院
を
繰
り
返
し
、
き
わ
め
て
衰
弱
し
て

投 稿 論 文

43



一
時
は
死
を
覚
悟
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
、
母
へ
の
反
発
。
例
え
ば
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
が
十
八
歳
の
時
に
パ
リ

に
留
学
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
は
、
ド
イ
ツ
好
き
だ
っ
た
母
親
へ
の
反
発

か
ら
だ
っ
た
と
い
う
。
以
後
、
手
紙
魔
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
母
親

宛
に
は
三
十
年
以
上
一
通
も
書
か
な
か
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
そ
れ
が
一
つ

の
原
因
だ
と
推
測
さ
れ
る
が
、
女
性
に
対
す
る
強
い
執
着
と
嫌
悪
が
あ
っ

た
。
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
は
、
生
涯
六
回
に
わ
た
っ
て
結
婚
と
離
婚
を
繰
り
返
し

て
い
る
。

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
の
評
伝
を
書
い
た
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ブ
ロ
ッ
ク

(
B

lo
ch

2
0

1
2)

が
言
う
よ
う
に
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
の
優
れ
た
業
績
の
陰
に
、
大
き

な

｢

心
の
闇｣

(
p
.

1
2

5)

が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
つ

ね
に
不
安
に
満
ち
、
驚
く
ほ
ど
短
期
間
に
居
住
地
を
変
え
、
そ
の
手
紙
は

不
安
の
言
葉
で
あ
ふ
れ
て
い
た
と
い
う
。

民
族
精
神
医
学
と
は

こ
う
し
て
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
は
、
ジ
ミ
ー
と
の
治
療
経
験
を
も
と
に
、
本

作
品
の
原
作
で
あ
る

『

夢
の
分
析

あ
る
平
原
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
精
神

治
療
記
録』

(

英
語
版
一
九
五
一
年
、
仏
語
版
一
九
九
八
年)

を
発
表
し
、

そ
れ
を
基
盤
に
し
て
、
民
族
精
神
医
学
の
基
本
的
な
考
え
方
や
技
法
を
ま

と
め
た

『

一
般
民
族
精
神
医
学
試
論』

(

一
九
七
〇
年)

な
ど
に
よ
っ
て
、

民
族
精
神
医
学
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
民
族
精
神
医
学
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
の
定

義
か
ら
見
て
お
こ
う
。｢

そ
れ
は
、
必
然
的
に
、
民
族
精
神
分
析
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
多
く
の
学
問
領
域
の
協
同
に
よ
る

イ

ン

タ

ー

デ

ィ

シ

プ

リ

ナ

リ

ー

学
問
と
い
う
よ
り
も
多
く
マ

ル

の
学
問
領
域
を
も
つ

チ

・

デ

ィ

シ

プ

リ

ナ

リ

ー

学
問
で
あ
る
。｣(

ト
ビ
・
ナ
タ
ン
の
著
作
へ
の
序
文)

こ
の
よ
う
な
精
神
分
析
と
人
類
学
の
関
係
を
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
は
、｢

相

補
主
義

(
co

m
p

le
m

e
n

tarism
)｣

だ
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
簡

単
に
言
え
ば
、
精
神
分
析
と
人
類
学
が
補
い
合
う
こ
と
を
認
め
る
立
場
で

あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
こ
の
立
場
は
次
の
三
つ
の
命
題
に
集
約
さ
れ
る

(『

女
性
と
神
話』

の
邦
訳
に
付
さ
れ
た
解
説
を
参
照
、
ド
ゥ
ヴ
ル
ー
一
九

八
二
年
、
四
五
八
―
四
七
四
頁)

。

１.

精
神
分
析

(

心
理
学)

と
人
類
学

(

社
会
学)

は
、
ど
ち
ら
か
一
方

に
他
方
を
還
元
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

２.

同
じ
現
象
に
関
す
る
精
神
分
析
の
説
明
と
人
類
学
の
説
明
は
、
互
い

に
補
い
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

３.

精
神
分
析
的
な
説
明
と
人
類
学
の
説
明
を
同
時
に
支
持
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
し
ば
し
ば
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
、
民
族
精
神
医
学
は
折

衷
的
な
方
法
で
は
な
く
、
つ
ね
に

(

普
遍
的
に)

両
者
を
基
盤
に
分
析
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
の
立
場
な
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
の
方
法
は
、
人
類
学
的
知
見
に
基
づ
く
精
神

分
析
の
方
法
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
民
族
精
神
医
学

に
は
フ
ロ
イ
ト
か
ら
ロ
ー
ハ
イ
ム
を
経
て
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
に
引
き
継
が
れ
た
、
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精
神
分
析
の
技
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
分
析
を
す
る

側
と
さ
れ
る
側
の
関
係
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
例
え
ば
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ

が
、
ジ
ミ
ー
の
反
発
を
見
て
回
復
を
確
信
す
る
の
は
、
メ
ニ
ン
ガ
ー
が

｢

患
者
が
良
く
な
る
の
は
、
医
者
を
喜
ば
せ
よ
う
と
す
る
か
、
医
者
を
困

ら
せ
よ
う
と
す
る
か
、
ど
ち
ら
か
の
た
め
だ｣

と
言
う
よ
う
に
、
治
療
的

な
関
係
の
中
で
、
心
の
病
い
が
癒
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
本
作
品
の
よ
う
に
精
神
分
析
医
が
患
者
と
友
情
を
結
ぶ

こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
と
思
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
だ
ろ
う
。
確
か

に
精
神
分
析
で
は
、
分
析
家
が
被
分
析
者
に
対
し
て
感
情
的
な
つ
な
が
り

を
も
つ
こ
と
は
強
く
戒
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ナ
タ
ン
に
よ
れ
ば
、

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
に
と
っ
て
ジ
ミ
ー
と
の
関
係
は
、
終
生
特
別
の
も
の
だ
っ
た
。

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
は
、『

夢
の
分
析』

の
一
九
六
八
年
版
序
文
で
、
ジ
ミ
ー
と

の
関
係
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

｢

私
は
ジ
ミ
ー
・
ピ
カ
ー
ル
を
援
助
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、

彼
が
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
狼

[

の
よ
う
に
強
い
存
在]

だ
っ
た
か
ら
で
は
な

く
、
私
の
力
が
及
ぶ
範
囲
内
に
彼
が
い
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
を

分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
が
た
く
さ
ん
の
収
穫
を
蓄
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
彼
を
援
助
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ひ
ど
い
立
場
に
置
か

れ
た
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
対
す
る
あ
り
も
し
な
い
私
の
罪
責
感
が
減
っ
た

か
ら
で
は
な
く
、
ジ
ミ
ー
・
ピ
カ
ー
ル
が
、
彼
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い

問
題
を
抱
え
た
立
派
な
人
間
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
受
け
た
も
の

と
同
じ
だ
け
の
も
の
を
与
え
て
く
れ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、
私
と
ジ
ミ
ー
の
間
の
個
人
的
な
水
準
で
起
こ
っ

た
こ
と
で
あ
り
、
二
人
の
人
間
の
あ
い
だ
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
っ
て
、

私
た
ち
だ
け
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
二
人
の
人
間
が
共
通
の
人
間

性
に
よ
っ
て
、
共
通
の
誠
実
さ
の
共
通
の
意
味
を
、
共
に
探
求
し
た
の

で
あ
る
。
そ
の
要
石
に
な
っ
た
の
は
、
各
々
の
個
性
で
あ
る
。｣

(
D

e
v
e

re
u

x
1

9
5

1
,

p
.

4
9)

多
文
化
間
精
神
医
学

民
族
精
神
医
学
に
は
、
前
史
が
あ
る
。
古
く
か
ら
心
の
病
の
地
域
的
特

性
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
ラ
タ
や
ア
モ
ッ
ク

が
知
ら
れ
て
い
る
。
ア
モ
ッ
ク
と
は
、
マ
レ
ー
地
域
で
見
ら
れ
る
特
異
な

心
の
病
で
あ
り
、
男
性
に
多
く
、
激
し
い
悲
し
み
や
侮
辱
を
受
け
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
引
き
こ
も
り
、
物
思
い
に
ふ
け
っ
た
よ
う
な
状
態
と
な
る
。

そ
の
後
突
然
に
武
器
を
手
に
し
て
外
へ
飛
出
し
、
無
差
別
殺
傷
を
起
こ
し
、

本
人
も
自
殺
を
企
て
る
。
し
か
し
正
常
に
戻
る
と
、
殺
傷
し
て
い
た
と
き

の
記
憶
は
失
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
特
定
の
文
化
に
お
い
て
発

生
す
る
心
の
病
や
、
ま
た
そ
れ
に
対
す
る
特
定
の
対
処
方
法

(

お
祓
い
な

ど)
が
あ
る
こ
と
は
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。

そ
う
し
た
特
定
の
心
の
病
の
学
問
的
解
明
を
試
み
た
の
は
、
ク
レ
ペ
リ

ン

(
E

m
il

K
rae

p
e

lin

、
一
八
五
六
―
一
九
二
六
年
、
ド
イ
ツ
の
精
神
科
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医)
が
、
早
発
性
痴
呆

(

統
合
失
調
症)

や
躁
鬱
病

(

双
極
性
障
害)

が
、

他
の
地
域
で
も
見
ら
れ
る
普
遍
的
な
現
象
な
の
か
ど
う
か
ど
う
か
を
調
べ

る
た
め
に
、
ジ
ャ
ワ
に
旅
行
し
た
こ
と
だ
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ジ
ョ
ル

ジ
ュ
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
、
一
九
七
〇
年
代
初
め
の
合
衆
国
や
カ
ナ
ダ
お

い
て
、｢

多
文
化
間

ト
ラ
ン
ス
・
カ
ル
チ
ユ
ラ
ル

精
神
医
学｣

と
呼
ば
れ
る
領
域
に
ま
で
発
展
し
た
。

そ
の
要
因
と
し
て
、
次
の
三
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
北

米
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
数
年
間
の
あ
い
だ
に
大
量
の
移
民
受
け

入
れ
が
あ
り
、
そ
の
移
住
者
た
ち
が
一
定
期
間
後
に
心
の
病
い
を
訴
え
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
リ
ン
ト
ン
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
、

ミ
ー
ド
ら
の
文
化
人
類
学
者
が
一
定
の
成
果
を
収
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
知
識
人
た
ち
が
、
戦
時
中
に
亡
命
し
て
き
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
北
米
の
精
神
分
析
が
活
性
化
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

現
在
、
多
文
化
間
精
神
医
学
の
研
究
や
臨
床
活
動
の
内
容
と
し
て
、
次

の
三
点
が
あ
る
。

①
文
化
が
異
な
る
と
心
の
病
の
病
態
や
有
病
率
、
治
療
方
法
、
回
復
経

過
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か
に
つ
い
て
の
、
疫
学
的
な
比
較
研

究
や
民
族
誌
的
研
究
。
ま
た
そ
う
し
た
心
の
病
に
対
応
す
る
、
地
域

に
固
有
の
宗
教
的
・
文
化
的
現
象
、
例
え
ば
憑
依
現
象
や
シ
ャ
ー
マ

ニ
ズ
ム
な
ど
の
研
究
。

②
文
化
と
文
化
の
接
触
に
よ
る
あ
つ
れ
き
や
、
異
な
る
文
化
に
ど
の
よ

う
に
適
応
す
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
の
研
究
。
と
く
に
移
民
や
難
民
、

避
難
民
、
外
国
人
労
働
者
、
留
学
生
、
国
際
結
婚
カ
ッ
プ
ル
、
帰
国

子
女
、
旧
植
民
地
国
出
身
者
な
ど
の
心
の
病
を
理
解
し
、
彼
ら
に
関

わ
る
た
め
の
技
術
上
の
提
案
、
つ
ま
り
移
住
者
の
た
め
の
精
神
医
学
。

③
精
神
医
学
の
理
論
と
実
践
を
、
文
化
的
に
作
ら
れ
た
も
の
と
し
て
批

判
的
に
み
て
い
く
研
究
。
例
え
ば
西
洋
医
学
も
ま
た
文
化
的
背
景
を

も
っ
た
理
論
・
実
践
で
あ
る
と
い
う
視
点
を
も
つ
こ
と
。

①
は
一
九
九
四
年
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
会
の
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ルD

S
M

-

IV
(

精
神
障
害
の
診
断
と
統
計
マ
ニ
ュ
ア
ル)

の

｢

付
録
Ⅰ：

文
化
に
結

び
つ
い
た
症
候
群
の
文
化
的
定
式
化
と
用
語
集
の
概
説｣

に
収
録
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、｢

文
化
依
存
症
候
群｣

と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
あ
る
特
定
の
地
域
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
、

文
化
に
お
い
て
発
生
し
や
す
い
精
神
疾
患
の
こ
と
を
指
す
。
そ
こ
に
は
、

日
本
の
対
人
恐
怖
症
も
含
ま
れ
て
い
る
。

ド
ゥ
ヴ
ル
ー
・
セ
ン
タ
ー
の
活
動

(

ト
ビ
・
ナ
タ
ン)

他
方
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
民
族
精
神
医
学
と
い
う
名
称
が
残
り
、
北
米

と
は
別
の
発
展
を
と
げ
た
。
現
在
、
彼
の
名
前
を
冠
し
た
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

ド
ゥ
ヴ
ル
ー
・
セ
ン
タ
ー
が
、
パ
リ
第
八
大
学

(

サ
ン
＝
ド
ニ)

内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
の
弟
子
で
あ
る
ト
ビ
・
ナ
タ
ン

(
T

o
b

ie

N
ath

an
、
一
九
四
八
年
―
、
エ
ジ
プ
ト
出
身
の
精
神
分
析
家
、
小
説
家)

が
一
九
九
三
年
に
創
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
二
〇
〇
四
年
の
四

月
か
ら
九
月
ま
で
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
研
修
を
受
け
る
機
会
が
あ
っ
た
。
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神
戸
に
多
い
ベ
ト
ナ
ム
人
難
民
の
調
査
と
支
援
を
き
っ
か
け
に
し
て
の
こ

と
だ
っ
た

(

松
葉
二
〇
〇
五
年)

。

同
セ
ン
タ
ー
の
目
的
は
、
移
民
の
精
神
疾
患
の
治
療
・
研
究
・
教
育
で

あ
る
。
専
従
数
名
の
他
は
、
大
学
等
に
所
属
し
、
三
〇
名
の
研
究
員
が
一

〇
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
る
。
一
チ
ー
ム
が
日
に
二
〜
三
組
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
主
な
対
象
は
、
移
民
労
働
者
と
そ
の
家
族
で
あ
る

が
、
宗
教
セ
ク
ト
脱
退
者
や
拒
食
症
患
者
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
も
受
け
入
れ

て
い
る
。
ま
た
雑
誌
の
発
行
や
学
会
の
開
催
な
ど
、
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
役
割
も
大
き
い
。

治
療
方
法
の
特
徴
は
、
と
き
に
は
二
〇
人
近
く
に
も
な
る
集
団
治
療
が

行
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
患
者
を
ま
じ
え
て
、
精
神
科
医

や
心
理
学
者
、
人
類
学
者
だ
け
で
な
く
、
学
校
の
教
師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
な
ど
が
車
座
に
な
る
。
私
の
よ
う
な
研
修
生
も
、
自
己
紹
介
し
て
そ

の
輪
に
加
わ
る
。
受
け
入
れ
国
の
文
化
と
患
者
の
文
化
の
あ
つ
れ
き
が
問

題
に
な
る
以
上
、
多
様
な
視
点
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
関
係
を

相
対
化
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
多
職
種
間
連
携
の
効
果
も
あ
る
。
も
う

一
つ
の
特
徴
は
、
患
者
の
文
化
に
よ
る
儀
礼
が
治
療
に
取
り
入
れ
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
方
法
に
は
精
神
分
析
の
側
か
ら
の
批
判

も
多
く
、
ト
ビ
・
ナ
タ
ン
自
身
も
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
る

(

ナ
タ
ン
、

一
九
八
六
年)

。

フ
ラ
ン
ス
の
民
族
精
神
医
学
は
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
を
介
し
て
北
米
の
多
文

化
間
精
神
医
学
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
ナ
タ
ン
は
、
両
者

の
間
に
は
差
異
が
あ
る
と
い
う
。
第
一
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ラ
カ
ン
派
に

代
表
さ
れ
る
精
神
分
析
の
独
自
の
発
展
が
あ
っ
た
こ
と
。
第
二
に
、
レ
ヴ
ィ

＝
ス
ト
ロ
ー
ス
に
代
表
さ
れ
る
構
造
主
義
人
類
学
の
発
展
が
あ
り
、
そ
の

せ
い
で
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
や
近
親
相
姦
の
禁
止
等
を
重
視

す
る
傾
向
が
生
ま
れ
た
こ
と
。
第
三
に
、
多
文
化
間
精
神
医
学
が
実
用
志

向
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
民
族
精
神
医
学
は
理
論
志
向
だ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。

日
本
の
多
文
化
間
精
神
医
学

民
族
精
神
医
学
や
多
文
化
間
精
神
医
学
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て

人
・
物
・
情
報
等
の
交
流
が
盛
ん
に
な
る
と
と
も
に
、
そ
の
役
割
が
認
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
三
つ
の
役
割
で
あ
る
、

①
比
較
精
神
医
学
の
疫
学
的
研
究
、
②
移
民
、
難
民
の
精
神
医
療
、
③
精

神
科
領
域
の
批
判
的
再
検
討
の
う
ち
、
第
二
の
役
割
が
重
要
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
移
民
の
多
い
北
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て

は
、
医
療
政
策
に
も
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
で
も
文
化
的
な
視
点
を
ふ
ま
え
た
精
神
医
療
の
あ
り
方
が
提
案
さ

れ
て
き
た

(

中
井
久
夫
二
〇
〇
一
年)

が
、
一
九
八
〇
年
代
以
後
、
日
本

人
の
海
外
進
出
が
活
発
に
な
り
、
海
外
で
心
の
悩
み
を
も
つ
人
が
増
え
る

と
同
時
に
、
日
本
の
各
地
に
、
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
、
中
国
帰
国
者
、
外
国

籍
花
嫁
、
移
住
労
働
者
が
増
え
は
じ
め
、
文
化
適
応
の
問
題
に
悩
む
人
々
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が
増
え
、
一
九
九
三
年
に
は
、｢

多
文
化
間
精
神
医
学
会｣

(
h

ttp
://

w
w

w
.jstp

.n
e

t/)

が
発
足
し
た
。
と
り
わ
け
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
は
び

こ
る
社
会
の
中
で
は
、
他
の
文
化
的
背
景
を
持
っ
た
人
々
が
生
き
に
く
い

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

本
作
品
と
民
族
精
神
医
学

そ
れ
に
し
て
も
デ
プ
レ
シ
ャ
ン
は
、
な
ぜ
こ
の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
の
だ

ろ
う
か
。
監
督
は
、
二
五
年
以
上
前
に
原
作
を
読
ん
だ
と
き
か
ら
、
非
常

に
興
味
を
も
ち
、
い
つ
か
映
画
化
し
た
い
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。
実
際
、

『

キ
ン
グ
ス
＆
ク
イ
ー
ン』

(

二
〇
〇
四
年)
の
イ
ス
マ
エ
ル(

マ
チ
ュ
ー
・

ア
ル
マ
リ
ッ
ク)

を
診
察
す
る
女
性
医
師(

エ
ル
ザ
・
ウ
ォ
リ
ア
ス
ト
ン)

に
、
ド
ゥ
ヴ
ル
ー
と
い
う
名
前
が
与
え
ら
れ
、
診
察
の
シ
ー
ン
に
彼
の
精

神
医
学
の
い
く
つ
か
の
要
素
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
デ
プ
レ
シ
ャ
ン
の
精
神
分
析
に
対
す
る
興
味
と
共
に
、

民
族
や
移
民
問
題
に
対
す
る
彼
の
関
心
が
あ
る
だ
ろ
う
。
デ
プ
レ
シ
ャ
ン

は
、
移
民
問
題
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
お
り
、
活
動
の
中
心
に
立
っ
た
こ

と
も
あ
る
。
一
九
九
七
年
に
、
非
正
規
滞
在
の
移
民
に
宿
泊
場
所
を
提
供

す
る
こ
と
を
禁
じ
た
ド
ゥ
ブ
レ
法
に
反
対
し
て
、
市
民
的
不
服
従
を
呼
び

か
け
る

｢

映
画
人
六
十
六
人
声
明｣

の
運
動
を
、
パ
ス
カ
ル
・
フ
ェ
ラ
ン

と
と
も
に
、
中
心
に
な
っ
て
担
っ
た
。
ま
た
二
〇
一
三
年
十
月
に
、
フ
ラ

ン
ス
東
部
の
町
で
、
十
五
歳
の
ロ
マ

(

か
つ
て
ジ
プ
シ
ー
と
呼
ば
れ
た
集

団
の
一
部)

の
少
女
が
、
校
外
で
の
学
校
行
事
参
加
中
に
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
か
ら
降
ろ
さ
れ
て
警
察
に
身
柄
を
拘
束
さ
れ
、
そ
の
日
の
う
ち
に
コ
ソ

ボ
に
強
制
送
還
さ
れ
る
と
い
う
レ
オ
ナ
ル
ダ
事
件
が
起
こ
っ
た
と
き
も
、

高
校
生
た
ち
の
反
対
デ
モ
を
支
持
し
、
オ
ラ
ン
ド
大
統
領
の
決
定
を
非
難

す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

こ
う
し
た
視
点
が
、
デ
プ
レ
シ
ャ
ン
監
督
の
作
品
の
通
奏
低
音
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

註

(

１)

本
稿
は
、
ア
ル
ノ
ー
・
デ
プ
レ
シ
ャ
ン
監
督
作
品

｢

ジ
ミ
ー
と
ジ
ョ
ル
ジ
ュ

心
の
欠
片
を
探
し
て

(

原
題

Jim
m

y
P

.:
p

sy
ch

o
th

e
rap

y
o

f
a

p
lain

s

in
d

ian
s)｣
(

フ
ラ
ン
ス
、
二
〇
一
三
年)

の
日
本
公
開(

二
〇
一
五
年
一
月)

に
あ
た
っ
て
、
同
作
品
の
解
説
と
し
て
書
い
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
同
作
品

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
収
録
さ
れ
た
解
説
は
、
本
稿
を
三
分
の
一
程
度
に
縮
減

し
た
も
の
で
あ
る
。

文
献
表

B
lo

ch
,

G
e

o
rg

e
s
(

2
0

1
2)

:
G

eorges
D

evereu
x,

sa
vie,

son
�
�
����

et
ses

c on
cep

ts
:

L
a

n
a

issa
n

ce
d

e
l’eth

n
op

sych
a

n
a

lyse,
E

d
itio

n
s

U
n

iv
e

rsitaire
s

E
u

ro
p

e
e

n
n

e
s.

D
e

v
e

re
u

x
,

G
e

o
rg

e
s
(

1
9

5
1)

:
R

ea
lity

a
n

d
D

rea
m

:
P

sych
oth

era
p

y
of

a
P

la
in

s
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In
d

ia
n

,
N

e
w

Y
o

rk
:

In
te

rn
atio

n
al

U
n

iv
.

P
re

ss.
F

re
n

ch
tran

slatio
n
:

�
�������

	
�
��

d
’u

n
in

d
ien

d
es

p
la

in
es

:

	���	�

et

����

��
��
�

F
ay

ard
,

1
9

9
8
,

2
0

1
3
,
�
��
����
���
�� �!�

"#
R

o
u

d
in

e
sco

.

ド
ゥ
ヴ
ル
ー
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ

(

一
九
八
二
年)

／
加
藤
康
子
訳

(

一
九
九
四
年)：

女
性
と
神
話
、
新
評
論
。

松
葉
祥
一

(

二
〇
〇
五
年)：
民
族
精
神
医
学
と
は
何
か

ト
ビ
・
ナ
タ
ン
の
理

論
と
実
践
、『

神
戸
市
看
護
大
学
紀
要』

、
第
九
号
、
一
―
九
頁
。

ナ
タ
ン
、
ト
ビ

(

一
九
八
六
年)
／
松
葉
祥
一
・
植
本
雅
治
・
椎
名
亮
輔
・
向
井
智

子
訳

(

二
〇
〇
五
年)：

他
者
の
狂
気

臨
床
民
族
精
神
医
学
試
論
、
み

す
ず
書
房
。

N
ath

an
,

T
o

b
ie
(

2
0

1
3)

:
G

e
o

rg
e

s
D

e
v
e

re
u

x
,
�
$
��

d
e

l’e
th

n
o

p
sy

ch
iatrie

av
e

c

T
o

b
ie

N
ath

an
,
���
%
�  �&'

d
u

m
ard

i
1

0
se

p
te

m
b

re
2

0
1

3
,

F
ran

ce
In

te
r.

中
井
久
夫

(

二
〇
〇
一
年)

、
治
療
文
化
論
、
岩
波
現
代
文
庫
。

(

ま
つ
ば
・
し
ょ
う
い
ち
／
哲
学)
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